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＜連絡事項＞
・特記なし

＜入室状況＞
【転出】
・大久保　寧子様～東病棟合併症室→南病棟Bユニット101号室
【入院】
・近藤　陽子様～東病棟Cユニットへ医療保護入院

＜患者様連絡事項＞
・大平　香奈様～ケア会議にて退院後の訪問看護、ヘルパー導入について再確認しおおぞら
[bookmark: _GoBack]クリニックへ3/26（木）14：30初外来予定となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。脱衣行為、ユニット内を走る等落ち着かず、早めに開放観察終了している。自室内でも脱衣行為あるが危険行動はなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。自室にて静穏に過ごされている。対面時妄想言動、被害的言動なく過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・滝澤　幸輝様～終日隔離中。脱衣行為や壁蹴りあり自制できず、早めに開放観察終了している。自室内でも徘徊あり落ち着かず。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・一戸　康昭様～終日隔離中。自室にて静穏に過ごされている。拒食、拒薬なし。柞木田Dｒ診察し、本日より午前・午後1時間の開放観察の指示受ける。開放中も不穏さなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。一時的に気分の高さはあるが危険行動なし。拘束部位の皮膚異常や循環障害なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜柞木田Ｄｒ診察情報＞
・一戸　康昭様～本日より午前午後1時間ずつ開放観察指示あり。

・磯島　茜様～ビタダン配合錠処方となる。

・藤井　純子様～来週の診察(3/18)にて医療保護入院から任意入院への切替、通信制限解除となる予定。通信制限解除後本人から母様への連絡はOK、母様からの連絡はスタッフを介して本人へ伝えるよう指示あり。アリピプラゾール減量となる。

・小山田　博子様～排便下痢気味であるとの訴えあり、アミティーザカプセル中止指示あり。

・長浜　厚子様～本人より排便困難感訴えあり、アミティーザカプセル2錠→3錠へ増量となる。

・滝田　英人様～今朝より下腹部、右腹部痛あり。腹部CT、レントゲン、採血指示あり。
また本日より絶食補液管理となり、点滴終了抜針OK、内服継続指示あり。
その後点滴拒否続き、スタッフを変え時間を空けて促すも同意得られず。主治医指示にて経口よりアクエリアスやラクーナ等の飲料水を適度に摂取してもらい、準夜帯で再度点滴を促し、拒否があれば中止にすることとなる。

・深川　大貴様～3/13主治医面談前にWAIS施行指示あり。心理へ日程調整の連絡済。ロラゼパムは漸減飲み切り終了。

・蛭子　修様～鼻炎症状に点鼻薬処方、ロラゼパム減量となる。

＜入院患者情報＞
日　　時：令和8年3月11日　15：00
　氏　　名：近藤　陽子（こんどう ようこ）様
　生年月日：昭和19年4月10日(歳）
　病　　名：前頭側頭型認知症
　合 併 症：右大腿骨骨折後
　性　　別：女性
　主 治 医：村上Dr　　サポート医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　元々大酒家で気性の荒い性格。67歳頃、船乗りの夫が事故に遭い後遺症が遺った
が夫へ対し尋常じゃない怒り方をするようになった。長男は、本人が再婚したことで
疎遠であったが、令和2年頃より関わりをもつようになった。令和3年6月頃、急激な認知機能低下が認められ、風間浦診療所で認知症と診断を受けた。その後むつ病院メンタルヘルス科にて前頭側頭型認知症と診断された。グループホーム入所となり風間浦診療所へ通院していたが、令和7年7月18日に施設で大腿骨頸部骨折受傷しむつ総合病院へ入院し手術を施行。その後、リハビリテーションも行ったが、認知症により指示動作が入らず、安静が保てず歩行を行うような状況であった。その後、食事摂取量低下、夜間睡眠不安定、体動激しく身体拘束を要す、大声を出す等の顕著な精神症状を認めたことで、同院メンタルヘルス科へ転科した。整形外科Drからはこれ以上の身体機能改善は見込めないことを息子へ説明し、退院先を探したものの現状の精神症状ではむつ市内どこの医療機関も施設も困難であり、息子の住む八戸市への転院を希望し当院へ相談あり。令和8年3月11日診察にて入院必要と判断され、同日東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
